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埼王県では豊かな彩の国づくりを目指し、県民が地

域社会の中で、ゆとりと安らぎのある生活ができる基

盤づくりを進めています。

人口の増加が続くなか、県民の生活を支えるための

麟網の麟も、その一環として進められています。

都市計画道路大宮東京線の建設も、県民の快適な生活

や地域間の連携を深めるための施策の一つとして計画

されたものです。

都市計画道路大宮東京線用地内には、道合高木前遺

跡の所在が確認され、その取扱いについては、関係機

関が慎重に協議を重ね、記録保存の措置が講じられる

ことになりました。そのための発掘調査は、埼玉県教

育局生涯学習部文化財傑護課の調整により、当事業団

が埼玉県の委託を受けて、実施しました。

遺跡の所在する川口市には、原始から中・近世にか

けての遺跡が数多く分布しています。東京外環自動車

道をはじめ、県道や都市計画道路の建設に伴う調査に

よって、貴重な遺跡の存在が明らかにされてきました。

ト伝遺跡では、縄文時代早期の大規模な炉穴群が発見

され、石神貝塚は縄文時代後・晩期の貝塚として、古

くから知られています。赤山遺跡では、縄文時代後・

響月のトチの実加工場跡が検出されました。赤山陣屋

跡遺跡は江戸時代の関東郡代伊奈半十郎忠治の館跡と

序

して有名です。

道合高木前遺跡では発掘調査の結果、縄文時代早期

の炉穴や土塙をはじめ、古墳時代前期と平安時代の住

居跡が発見されました。この他、中・近世の地下式塙、

溝跡などが発見され、当地域における原始・古代から

近世を通じての生活の様子を知る貴重な資料が得られ

ました。

本書はこれらの成果をまとめたものでありますe 本

書が、埋蔵文化財の保護に関する教育・普及の資料と

して、また学術研究の基礎資料として、広く御活用い

ただければ幸いです。

刊行にあたり、発堀調査に関する諸調整に御尽力を

いただいた埼玉県教育局生涯学習部文化財保護課をは

じめ、埼玉県住宅都市部都市整備課、埼玉県浦和土木

事務所、川口市教育委員会並びに地元関係者各位に深

く感謝申し上げます。

平成12年3月

財団法人埼王県埋蔵文化財調査事業団

理事長荒井 桂



例

1.本書は、埼玉県川口市に所在する道合高木前遺跡

の発掘調査報告書である。

2.遺跡の略号と代表地番及び発揺調査届けに対する

指示通知は、以下のとおりである。

道合高木前遺跡 (MTA I TKGME) 

川口市大字道合字高木前

平成10年4月24日付け教文第2-4号

平成10年12月17日付け教文第2-154号

平成11年6月3日付け教文第2-33号

3.発据調査は、都市計画道路大宮東京線建設に伴う

事前調査であり、埼玉県教育局生涯学習部文化財

保護課が調整し、埼玉県の委託を受け、財団法人

埼王県埋蔵文化財調査事業団が実施した。

4.本事業は、第 I章の組織により実施した。

事業期間と担当者は以下のとおりである。

発掘調査

平成10年4月1日～ 5月31日

宮井英一、田中広明、渡辺清志

平成10年9月1日～11月30日

金子直行、若松良一

言

平成11年6月1日～30日

中村倉司、西井幸雄

整理・報告書刊行

平成11年12月20日～平成12年3月24日

君島勝秀

5.遺跡の基準点測量及び空中写真撮影については、

朝日航洋株式会社に委託した。

6.発据調査における写真撮影は、中村、金子、若松、

宮井、西井、田中、渡辺が行い、遺物の写真撮影

は橋本勉、大屋道則の協力を得た。

7.出土品の整理及び図版の作成については、平安時

代の遣物は蟻崎一の協力を得、その他は君島が

行った。

8.本書の執筆は I-1を埼王県教育局生涯学習部文

化財保護課が、他を君島が行った。

9.本書の編集は、君島が行った。

10.本書にかかる資料は平成12年度以降、埼玉県立埋

蔵文化財センターが保管する。

11.本書の作成にあたり、下記の方々から御教示、御

協力を賜った。記して謝意を表します。（敬称略）

川口市教育委員会、浅野晴樹



凡例

1.本書におけるX.yによる座標数値は、国土標準

直角座標1X系に基づく座標値を示している。各遺

構図における方位指示は、全て座標北を示してい

る。

2.グリッドの区画は、調査区全体図に示し、 10mを

1単位とした。グリッド名は、北西隅の杭名称を

用いた。

3.挿図の縮尺は、スケールと縮尺率をその都度示し

たが、原則としては以下のとおりである。

［遺構］住居跡・炉穴・土壊・地下式壊・地下室・

井戸跡 1/60

［遺物］縄文土器実測図 1/4

縄文土器拓影図 1/3

磨石 1/3

石鏃1/2

陶磁器・中・近世土器実測図 1/3

揺鉢1/4

砥石1/3

古銭1/2

4.本書における遺構の略号は以下のとおりである。

s J（住居跡） FP（炉穴） SK（土壊） SE 

（井戸跡） SX（地下式鷹 sz（地下室） S 

D （溝） P （ピット）

5.遺構断面図における水平数値は、海抜高度を示し

ており、単位はmである。

6.遺構図および遺物実測図中のスクリーントーンは

以下のものを示す。

・住居跡内の炉跡・焼土

•土器の赤彩

•石器の被熱範囲・煤付着範囲

・陶磁器の施釉

7.遺構図・遺物分布図中に示した点と接合線は、遺

物の出土位置と接合関係を示し、番号は遺物実測

図のそれと一致する。

8.遺物観察表の凡例は以下のとおりである。

・法量の（ ）内の数値は推定値であり、単位はcm

である。

・胎上は主に肉眼で観察された含有物を、以下の記

号に示した。

白：白色粒子赤：赤色粒子黒：黒色粒子

酸：酸化鉄粒子砂：小石•砂粒雲：雲母

針：白色針状物片：片岩石：石英

・焼成はA （良好） B （普通） C （不良）の 3ラン

クに分類した。

・色調・胎土色は『新版標準土色帖』（農林水産省

農林水産技術会議事務局監修1967)に照らし、最

も近似した色相を記した。

・残存率は、実測図に現した部位を100％として算

定したもので、 5％刻みで表し、 5％未満は省略

した。

9.第1I章に掲載した遺跡分布図は、建設省国上地理

院発行の 1/25, 000地形図「浦和」「赤羽」を使

用した。
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I 発掘調査の概要

1.調査に至る経過

埼玉県では、県内を 5つの複合都市圏に分け、地域

の調和と均衡ある発展の実現を目指している。

浦和市、大宮市、川口市を中心とした中央複合都市

圏では首都機能を含めた高次都市機能や、次軋代産業

などの集積を目指した新産業拠点の整備を進めている

ところである。

埼王県教育局生涯学習部文化財保護課では、このよ

うな施策の推進と文化財の保護について、従前から関

係部局との事前協議を重ね、調整を図ってきたところ

である。

都市計画道路大宮東京線にかかる埋蔵文化財の所在

および取扱いについては、平成10年2月25日付け都整

第1521号で、埼玉県住宅都市部都市整備課長から埼至

県教育局生涯学習部文化財保護課長あて照会があっ

文化財保護課では確認調査を実施し、その結果をも

とに、平成10年3月6日付け教文第1541号で、道合高

木前遺跡の取扱いについて次のように回答した。

1 疇文化財の所在

工事予定地内には以下の埋蔵文化財包蔵地が所在す

る。

いこ）1：二I縄：代 1̀こ合

(02-061) 

2 取扱い

上記の埋蔵文化財包蔵地は、現状保存することが望

ましいが、事業計画上やむを得ず現状を変更する場合

は、事前に文化財保護法第57条の3の規定に基づく文

化庁長官当ての発掘通知を提出し、記録保存のための

発掘調査を実施すること。

発掘調査については、実施機関である財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団と都市整備課及び文化財保護

課の三者により調査方法、期間、経費などを中心に協

議が行われた。その結果、平成10年4月1日から 5月

31日まで、同年9月1日から11月30日まで、平成11年

6月1日から 6月30日の期間で実施することになっ

た。

埼玉県知事から文化財保護法第57条の 3の規定に

よる埋蔵文化財発掘通知が提出され、各調査に先立ち、

第57条 1項の規定による発掘調査届が財団法人埼玉

県埋蔵文化財調査事業団理事長から提出された。

発掘調査に係る通知は以下のとおりである。

道合高木前遺跡

平成10年4月24日付け 教文第2-4号

平成10年12月17日付け

平成11年6月3日付け
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教文第2-154号

教文第2-33号

（文化財保護課）



2. 発掘調査・報告書作成の経過
(1)発掘調査

第1；知凋査

調査は平成10年4月1日から 5月31日までの2ヶ月

間実施した。調査対象地の現況は、一部民家を含む畑

地である。調査区は都市計画道路の建設予定区域のた

め、幅約20~30m、全長約230mで、尾根状の地形を

縦断するように設けられた。全体の調査面積は5,600

可である。このうち、第1次調査は、調査区西部から中

央部にかけての区域である（第4図）。調査面積は2,500

mである。

事務所ユニットの設置、調査区域の囲柵から開始し、

重機を用いて表土除去し、直ちに遺構の確認作業に

入った。表土除去の結果、調査区中央部北半は、第二

黒色帯下面までカットされており、この部分には溝な

どの比較的新しい時期の遺構だけが存在していた。造

成を免れた部分も、耕作やゴミ穴などの攪乱に覆われ

ていたが、それらの間を縫って、遺構群が検出された。

第1次調査で検出された遺構は、縄文時代早期の炉

穴4基、土堀8基、古墳時代前期の住居跡3軒、中・

近世の井戸跡 l基、地下式墟2基、土壊7基、溝5条

である。

遺構確認後、直ちに基準点の測量を行い、 10m1単

位のグリッドを設定した。 5月中旬には、全ての遺構

精査を完了し、遺構の平面図作成を行った。また、各

遺構の写真撮影を行った。 5月下旬には、航空写真撮

影を実施し、遺物、図面などの記録類の引き上げ、事

務所ユニットの撤去を行い、全ての作業を終了した。

第2；欠調査

調査は平成10年9月1日から 11月30日までの3ヶ

月間実施した。全調査区域のうち、調査区東部にあた

り、一部民家の立ち退きが完了していない西側を除い

た区域である（第4図）。調査面積は2,800m'である。

事務所ユニットの設置、重機による表土除去作業を

行っこ表土の除去は、ソフトローム層まで掘り下げ

て遺構確認を行った。東側部分は台地の傾斜面となり、

この傾斜面にかかる部分から主に縄文時代早期の炉穴

-2-

や土鷹中・近世の土壊や溝が検出された。

第2次調査で検出された遺構は、縄文時代早期の炉

穴11基土壊3基中・近世の地下式壊4基、土渡25

基溝15条である。

11月中旬には、各遺構の精査をほぱ完了し、遺構の

写真撮影と平面図作成を開始した。 11月下旬には、航

空写真撮影を完了し、器材の引き上げ、事務所ユニ'J

トを撤去し、全ての作業を終了した。

第3；知調査

調査は平成11年6月1日から 30日までの 1ヶ月間

実施した。民家が建っていたために調査できなかった

区域で（第4図）、調査面積は300m』である。

重機によって表土除去し、遺構確認を行った。調査

区内は民家が存在していたため、攪乱が多数あった。

第3次調査で検出された遺構は、中・近世の地下室

3基土墟49基溝6条である。

各遺構の精査後、遺構の写真撮影と平面図作成を行

い、 6月下旬には、器材の引き上げ、事務所ユニソト

を撤去し、全ての作業を終了した。

(2)報告書作成

平成11年12月20日から平成12年3月24日までの期

間実施した。 12月から出土遺物の接合・復元作業を行

い、並行して遺構図面の第2次原図の作成を行った。

翌年 1月から遺構図のトレースを開始し、 2月中旬に

は遺構図版の作成を終了した。

一方、接合・復元を完了した遺物については翌年 1

月から実測・拓本を開始した0 2月初旬から遺物実測

図のトレースを開始し、 2月中旬には遺物図版の作成

を終了した。

写貰については 2月中旬に遺物の撮影を行い、遺構

と遺物の写真図版を作成し、 2月下旬に完了した。

2月から原稿の執筆を行い、 2月下旬には割付作業

を完了した。 2月末に入校し、校正作業を経て 3月下

旬に報告書を刊行した。



3.発掘調査・整理・報告書刊行の組織

主体者財団法人埼玉県埋蔵文化財調査事業団
主 任 腰塚雄―

(1) 発掘調査 主 任 菊池 久

平成10年度（第 1• 2次調査） 庶 務 課 長 金子 隆

理 事 長 荒井 桂 主 査 田中裕―

副 理 事 長 飯塚誠一郎 主 任 江田和美

常務理事兼管理部長 鈴木 進 主 任 長滝美智子

管理部 調査部

専門調査員兼経理課長 関野栄一 調 査 部 長 増田逸 朗

主 任 江田和美 調査部副部長 水村孝行

主 任 福 田 昭 美 主 席 調 査 員 杉崎茂樹

主 任 菊池 久 統 括 調 木且 員 中村倉司

庶 務 課 長 金子 隆 統 括 調 木且
9昌,、 西井幸雄

主 査 田中裕―

主 任 長滝美智子 (2) 整理・報告書刊行

主 事 腰 塚 雄 ― （平成11年度）

調査部 理 事 長 荒井 桂

調 査 部 長 谷井 彪 副 理 事 長 飯塚誠一郎

調 査 部 副部長 水村孝行 常務理事 兼管理 部 長 広木 卓

調査第三課長 浅 野 晴 樹 管理部

統 括 調 査 9昌,、 若 松 良 一 管理部副部長兼経理課長 関野栄

統 括 調 査 9昌,、 金子直行 主 任 福田昭美

統 括 調 査 /昌‘ 宮井英 主 任 腰塚雄―

主 任 調 査 ／昌たヽ 田 中 広 明 主 任 菊池 久

調 査 員 渡辺清志 庶 務 課 長 金子 隆

平成11年度（第3次調査） 主 査 田 中 裕―

理 事 長 荒井 桂 主 任 江田和美

副 理 事 長 飯塚誠一郎 主 任 長滝美智子

常務理事兼管理部長 広木 卓 資料部

管理部 ：只ヶ 料 部 長 高 橋一夫

管理部副部長兼経理課長 関 野 栄 一 専門調査員兼資料郭副音闘長 石 岡 憲 雄

主 任 福 田 昭 美 主 任 調 査 9目,、 君 島勝秀
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II 遺跡の立地と環境

道合高木前遺跡は、］ R宇都宮線・高崎線の西川口

駅から北東へ約4.7km、川口市役所から北へ約4.3kmに

位置する。

埼玉県南部の川口市は、地形的には大宮台地の南端

と荒川低地にあたる。大宮台地南端部は、鳩ヶ谷支台

と呼ばれ、西部から南部にかけては、現在の芝川流路

となる河川低地が台地を画している。低地に向って開

けた無数の小支谷と、台地を縁取る崖線が複雑に入り

組み、台地上には後期旧石器時代から江戸時代にかけ

ての遺跡がくまなく分布する。道合高木前遺跡は、こ

うした台地上に占地する数多くの遺跡群のひとつであ

る。

川口市は、中世には「鎌倉街道」、近世では「御成街

道」の沿道として発展してきた地域であり、北関東と

鎌倉、あるいは日光と江戸とを結ぶ交通の要衝となっ

てきた。その役割は現在にも受け継がれ、外環道、東

北自動車道、首都高川口線を結ぶ川ロジャンクション

第 1図埼玉県の地形

D 筐 □DD  
山地 凹地 丘陵 台地 低地
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建設後、都し近郊や北関東・東北方面を繋ぐ、東西南

北の交通拠点となっている。

こうした地域的特性と都市化の要請の中で、川口市

に分布する無数の遺跡群の調査は、主に外環道、県道

やそれらに関連する都市計画道路の建設による事前調

査に負うところが大きかったといえる。卜伝遺跡(4)、

八本木遺跡（2)、赤山陣屋跡遺跡（ 7)、野伝場遺跡

(lo) などの調査がこれにあたる。

ト伝遺跡では、縄文時代早期、貝殻条痕文期の大規

模な炉穴群が検出されている（埼玉県教委1980)。

縄文早期の炉穴については、八本木遺跡でも、同時

期の土壊とともに検出されている。八本木遺跡では、

この他に平安時代の住居跡2軒、中世の地下式墟、近

世の地下室が検出されており（浜野・西井1989)、今

回報告する道合高木前遺跡でも、同様の遺構が検出さ

れていることから、関連性が注目される。地下式壊は

13基検出され、主体部から人骨も検出されている。地

＼杉台道合高木前遺跡
j氏地

20Km 



第2図道合高木前遺跡と周辺遺跡

1道合高木前遺跡 2八本木遺跡 3臥原遺跡 4卜伝遺跡 5石神貝塚 6源長寺前遺跡

7赤山陣屋跡遺跡 8宮合貝塚 9海道西遺跡 10野伝場遺跡 11東野遺跡 12古峰神杜遺跡
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下式壊は15~16世紀、地下室については、江戸時代以

降の農業史からアプローチされ、 18~19抵紀とされて

いる。

赤山陣屋跡遺跡は、江戸時代の関東郡代伊奈半十郎

忠治の館跡として知られている。調査の結果、関連す

る近世の堀も検出されたが、それにもまして重要なこ

とは、低湿地部から縄文時代後・晩期のトチの実加工

場跡が発見されたことである（金箱他1989)。この遺

構は良好な遺存状態で検出されたこともあって、縄文

廿寺代の生業を研究する上で、重要な資料となっている。

野伝場遺跡では、縄文後期、称名寺式期の住居跡 1

軒、土壊17基が検出されている（斉藤・金箱1982)。

こうした近年の開発による事前調査の一方で、古く

から注目され、学術的な発掘が行われてきたのが、石

神貝塚である (5)。1930年に大山史前学研究所が行っ

た調査が第 1回目となり、以後何度も調査が行われて

引用・参考文献

いる。近年では当事業団による調査によって、後期加

曽利B式期を主体とする遺構が検出されている（元井

他1997)。

この他、宮合貝塚 (8) は、縄文中期から晩期にか

けての遺物を出土している貝塚として知られている

（金箱他1983)。

今回報告する道合高木前遺跡では、縄文早期、条痕

文期の炉穴がまとまって検出された。この点では、周

辺の遺跡群には、同じ時期の炉穴が多く検出されてい

る。前述の卜伝遺跡、八本木遺跡の他、臥原遺跡 (3)

では、条痕文期の住居跡 1軒、炉穴15基が検出された

（吉田他1985)。

源長寺前遺跡（ 6)でも、同じく条痕文期の住居跡

1軒の他、炉穴38基、土渡76基が検出され、注目され

る（吉田他1991)。

金箱文夫他 1983 「宮合貝塚遺跡』 川口市遺跡調査会報告第4集 川口市遺跡調査会

金箱文夫他 1989 『赤山』 川口市遺跡調査会報告第12集埼玉県川口市遺跡調査会

川口市 1988 『川口市史通史組」

埼王県教育委員会 1980 『卜伝』 埼玉県遺跡発掘調査報告書第25集 埼玉県教育委員会

斉藤悟朗・金箱文夫他 1982 『野伝場遺跡・東野遺跡』 川口市遺跡調査会報告第3集 川口市遺跡調査会

浜野美代子・西井幸雄 1989 『八本木遺跡」 埼予県埋蔵文化財調査事業団報告書第77集

元井茂他 1997 『石神貝塚』 埼玉県埋蔵文化財調査事業団報告書第182集

吉田健司他 1985 『仄原遺跡』 川口市文化財調査報告書第23集 川口市教育委員会

吉田健司他 1991 『源長寺前』 川口市遺跡調査会報告第15集埼玉県川口市遺跡調査会
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第3図遺跡位置図
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m 遺跡の概要

道合高木前遺跡は大宮台地南端の鳩ヶ谷支台に位置

している。遺跡ののる台地は、北から荒川低地に向っ

て舌状に張りだし、無数の小支谷と崖線が入り組む複

雑な地形を呈している。

台地の西側から南側に向っては、芝川が蛇行して低

地を形成し、台地の崖線に沿って、見沼代用水が流れ

ている。遺跡の標高は最高所で18m、沖積面は約5m

を測り、約13mの比高差になる。

調査対象地の現況は、一部民家を含む畑地である。

調査区は都市計画道路の建設予定区域のため、幅約20

~30m、全長約230mで、尾根状の地形を縦断するよ

うに設けられた（第3図）。調査面積は5,600可である。

表土除去の結果、調査区中央部の北半は第二黒色帯

下面まで削平されていた。この部分に構築された溝（S

D 1)の覆土中から近世の陶器類に混じって寛永通賓

が出土したため、この段状の削平は、近軋のある時期

か、それ以前に行われたものと考えられる。この他、

調査区西部は広範囲に攪乱されていた（第4図）。

遺構確認面の標高ラインは、調査区西部のE-5.

F-5グリッド付近が17.Smと最も高く、南東に向っ

て緩やかに傾斜しながらも平坦部が続く。調査区東部

のR-10グリッド周辺の14.Om以後、傾斜面となる。

今回の調査で検出された遺構は、縄文時代早期条痕

文期の炉穴15基、土塙11基、古墳時代前期の住居跡3

軒、平安時代の住居跡1軒、中・近世の井戸跡1基、地

下式壊6基、地下室3基、土壊81基、溝26条、ピット

61基である。

縄文時代早期の炉穴は、調査区西部から中央部にか

けて点在する一方、調査区東部のR-11杭周辺からま

とまって検出された。 FP]は標高の最も高い部分で

検出された。炉床部が複数に及ぶことから、反復的に

使用されたものと考えられる。底面から覆土中にかけ

て、早期条痕文系土器が復元可能な個体も含めて出土

した。調査区中央のFP4では、復元可能な条痕文土

器とともに、鵜ヶ島台式土器の破片が出土している。

-8-

FP5~15は調査区東部の平坦面から傾斜面にかか

る部分で、まとまって検出された。出土遺物は少ない

が、覆土の状況から同じく早期条痕文期のものと思わ

れる。

土壊は調査区中央のFP4の東側周辺と、 FP5~

15のまとまりの近くから検出された。出土遺物と覆土

の状況から、同様に早期条痕文期の土壊と思われる。

SK5では、条痕文土器の破片とともに、復元可能な

鵜ヶ島台式土器が出土した。

尋時代前期の住居跡は、調査区西部でSJ1~3 

が、線上に、点在している。 SJ2は長辺8.4mの住居

跡であり、台付甕、壺、器台の他、土玉が出土した。

平安時代の住居跡はSJ4で、調査区東部で検出さ

れた。北壁にカマドを持ち、中槻の溝に半分切られる

ものの、カマドと周辺部から須恵器坪が出土している。

出土遺物から 9世紀後半の住居跡と考えられる。

中・近世の遺構としたものは最も多く、このうち出

土遺物から判断して、中世と考えられる遺構は、 SE

1、SXl~3• 6、SD9である。 SE]からは15

世紀後半の灰釉盤の破片、 16世紀前半の焙烙破片、 13

世紀代の常滑甕の破片などが出土した。 SXl~3は、

幅広の玄室に入口部が付くもので、 SX3からは、輸

入青磁の合子蓋が出土した。 15世紀代のものと思われ

る。 SX6からは15世紀代の青磁碗の底部が出土した。

SD9は調査区東部の台地の落ち際を巡るようにL

字形に伸びる。断面形は逆台形を呈する。 15世紀後半

の緑釉小皿が出土しており、中世の屋敷堀であると考

えられる。

その他、土壊については調査区東部を中心に、 81基

検出された。出土遺物から遺構の時期を特定できるも

のはなく、覆土の状況から大半が近世以降と思われる。

SD9以外の溝については、 SDlO・llが屋敷堀、そ

の他は近世以降の区画溝と思われる。ピ；；トは調査区

東部に61基検出された。はとんどのものが近世以降と

思われる。
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IV 検出された遺構と遺物

1. 縄文時代

(1)炉穴

第 1号炉穴（第5・6図）

F-4 • 5グリッドに位置する。北西一南東方向に

やや不定形に伸びる。炉床部が4ヶ所見られることか

ら、繰り返し使用されたものと思われる。長さ5.2m、

幅1.3m、深さ58cmを測る。

出土遺物は、炉床部を中心に底面から覆土下層にか

けて分布する。田戸下層式が2片の他、縄文早期の条

痕文系士器が主体である。

出土遺物（第7~9図）

第 1類土器 (4• 5) 

胎土には繊維を含まず、沈線で文様を描くもので、

田戸下層式と考えられる。斜めと縦に沈線を描く。 5

は横線で区画する。混入と思われる。

第2類土器 (2• 9~15・20・25・26・31) 

胎土に繊維を含み、内外面に明瞭な貝殻条痕文を施

す土器である。 2ば炉穴中央部の底面からまとまって

出土したもので、口縁部から胴部までの復元個体、 9

~15は同一個体で北側炉床部から出土した。

2は、口縁がやや開いて立ち上がる器形で、底部は

尖底と思われる。口縁は平縁で、 1ヶ所凹みが加えら

れる。口唇部はやや内削ぎ状に薄くなり、尖りぎみに

なる。内外面ともに、口縁には横方向、胴部には縦ま

たは斜方向に貝殻条痕文を施す。

9~15は、口縁から胴部までの同一個体である。 9・

10の口縁部は平縁で、 9には補修孔が見られる。

20 • 25 • 26は胴部、 31は底部近くと思われる。

第3類土器 (3• 6~8 • 18 • 21 • 24 • 28 • 30) 

胎土に繊維を含み、内外面に粗く浅い貝殻条痕文が

見られる土器である。明瞭な貝殻条痕文を施す第2類

土器とは明確に区別できる。焼成はやや悪く内面が剥

落しているものが目立つ。

3は同一個体で、北側炉床部から出土した。口縁部

は平縁になり、胴部でやや膨らみを持つ。口唇部は丸

くなる。内面は貝殻条痕文が顕著に見られるが、胴下

部ではなで消しており、所々に残る程度である。外面

は貝殻条痕文を粗く浅めに施文し、擦痕状にも見える。

口縁部は、内外面とも横方向になでられ無文になる。

6 ~8 • 21 • 24 • 28 • 30は胴部である。

18は口縁部で口唇が外反し、平坦になる。外面は擦

痕状、内面には一部貝殻条痕が残る。

第4類土器 (1 • 2 2 • 2 3 • 27) 

胎土に繊維を含み、内外面に擦痕文を施す土器であ

る。擦痕文は半戟竹管状または茎状のエ具によって柑

く施文するもので、第2類、第3類の貝殻条痕とは明

確に区別できる。

1は、胴部の傾斜から見て尖底になると思われる。

やや厚手の土器で、北側の炉床部を中心にまとまって

出土したものである。内外面とも縦方向に擦痕が見ら

れ、外面には一音聞け了向からも加えられる。

22 • 23 • 27は胴部で、異方向に擦痕が見られる。

第5類土器 (16・17・19・29)

胎土に繊維を含み、指頭による成形痕を残す土器で

ある。条痕文や擦痕文が見られず、やや薄手である。

第2号炉穴（第10図）

J -6グリッドに位置する。近世の削平によって、

炉床部のみが残る。直径0.9m、深さ 4cmを測る。

第3号炉穴（第10図）

I -7グリッドに位置する。炉床部のみが残る。直

径0.4m、深さ 6cmを測る。

第4号炉穴（第10図）

L-8グリッドに位置する。平面形は不定形で、底

面には段差がある。最も深い底面に炉床部が位置する。

長さl.8m、幅l.6m、深さ46cmを測る。

出土遺物（第11図）

覆土中から第11図l~18が出士した。鵜ヶ島台式の

有文土器が1点で、他は条痕文土器である。 2は鵜ヶ

島台式土器で、先の尖ったエ具による細い沈線と刺突

_ 10 -



第5図 第 1号炉穴
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第 1号炉穴

1 暗褐色土 ロームプロック・焼土プロック少量。

2 暗褐色土 ロームプロックやや多醤、焼土プロック若干。

3 暗褐色土 ローム粒子やや多量、焼土プロック若干。

4 暗黄褐色土 ローム粒子多量、焼土プロック少量。

5 暗黄褐色土 ローム粒子やや多呈、焼土プロック少晨。

6 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子多量。

7 暗褐色土 ロームプロック・焼土プロック若干

8 暗褐色土 ロームプロック少景、ローム粒子極少量。

2m 

＇ 1;60 

文、幅広の充填沈線によって文様が構成される。内面

には条痕文が見られ、胎土には繊維を含む。

1 • 3~18は、胎土に繊維を含む、条痕文土器であ

る。内外面に条痕が施される。

1は器形のわかる個体で、底部は尖底と思われる。

直線的に開く器形で口縁は平縁になり、

加えられる。口唇はやや尖りぎみになる。条幅の比較

的広い条痕文を施す。口縁部付近は内外とも横になで

られる。補修孔が1ヶ所見られる。

3は、やや外反する口縁部で、口唇に連続押圧が加

えられる。 4~18は、胴部破片である。ほとんどが条

幅の狭い密な貝殻条痕文だが、

広い条痕、

1ヶ所凹みが

6は1と同様の条幅の

9はやや粗い条痕を施す。 11• 16は外面に

Q-10グリッドに位置する。中・近世のSK55に北

側を切られる。平面形は楕円形。短軸1.2m、深さ36cm、

主軸方位はN-4°-Eを測る。炉床部は検出されな

かったが、底面から覆土にかけて、焼土と炭化物が多

く検出されたことから、隣接するFP6と同様の炉穴

と考えられる。

覆上中から第13図lが出土した。早期条痕文土器で

ある。胎土には繊維を含み、内外面に密に条痕を施す。

周辺部は調査区内の平坦面が、傾斜面にかかる区域

である。ここにFP5の他、

分布しており、

FP6~15がまとまって

これらの炉穴はある時期の一定期間内

貝殻背圧痕が見られる。

第5号炉穴（第12• 13図）

に構築されたものと考えられる。なお、西側には同じ

時期の土壊である SK48~50も隣接する。

第6号炉穴（第12• 13図）

Q-10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、底

- 11 -



第6図第 1号炉穴遺物分布図
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第7図第 1号炉穴出土遺物（ 1)



第8図第 1号炉穴出土遺物（ 2)
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第9図第 1号炉穴出土遺物（3)
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第10図第2~4号炉穴
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第4号炉穴

1 暗褐色土 焼土粒子・炭化物多量。

2 茶褐色土焼土粒子・炭化物。

3 赤褐色土 焼土主体、炭化物少量。．

4 黄褐色土 3層と地山ロームとの漸移的層。

面北端に炉床部を持つ。規模は、長軸］． 4m、短軸0.9

m、深さ47cmである。主軸方位はN-18°-Eを測る。

覆土中から第13図2• 3が出土した。条痕文系土器

である。両者とも、胎土に繊維を含み、外面には粗く

2~3本 1組の条痕を斜方向に施す。

第7号炉穴（第12• 13図）

Q-10グリッドに位置する。平面形は楕円形で、底

面に炉床部を持つ。長軸l.4m、短軸0.7m、深さ32cm

である。主軸方位はN-36°-Eを測る。

覆土中から第13図4が出土した。条痕文上器で、や

や薄手の口縁部である。外面には斜方向に条痕文が見

A-16.8m A‘ 

］ロニロ
2m 

’ 1;60 

られる。胎土に繊維を含む。

第8号炉穴（第12図）

Q-10グリッドに位置する。平面形は楕円形。覆土

の状況から炉穴と思われる。長軸1.lm、短軸0.6m、

深さ38cm。主軸方位はN-15°-Eを測る。

第9号炉穴（第12図）

Q・R-10グリッド。平面形は円形。直径0.8m、

深さ48cm。覆土の状況から炉穴と考えられる。

第10号炉穴（第12図）

R-10グリッド。底面に炉床を持つ。幅0.9m、深

さ27cm。FPllに切られ、 FP 12と重複する。

-15-



第11図第4号炉穴出土遺物
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第12図 第5~15号炉穴
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冑
FP11 
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” 
K 13.7m FP15 

第 5号炉穴

1 黒褐色土 ローム粒子少畠、炭化物若千。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子少畠。

第 6 • 8 • 13 • 14号炉穴

1 黒褐色土 ローム粒子・炭化物少畠。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子・炭化物少量。

3 暗赤褐色土 焼土プロック・焼上粒子多量、炭化物少量。

第 7号炉穴

1 黒褐色土 ローム粒子少量、炭化物若干。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子・炭化物若干。

第 9号炉穴

1 暗褐色土 ローム粒子多量、炭化物若干。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多畠。

第 10• 11号炉穴

1 黒褐色土 ローム粒子少量、炭化物若干。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多量、焼土粒子少塁。

3 暗褐色土 1層よりやや色調が明るい。

4 暗黄褐色土 ローム粒子多量。

第 12号炉穴

1 暗黒褐色土 ローム小プロック・ローム粒子多量。

2 暗黒褐色土 1層よりローム小プロック少羅。

3 暗褐色土 ローム粒子多塁。

第 15号炉穴

1 暗褐色土 焼土粒子・炭化物若干。

2 暗黄褐色土 ローム粒子多塁、焼土粒子少量。

3 暗黄褐色土 2層より焼土粒子多量。

2m 

＇ 1960 
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第13図第5~7• 12号炉穴出土遺物

FP5 
FP6 

FP7 

5
 

門

□叶
FP6 

FP12 
10cm 

＇ 1 : 3 

第11号炉穴（第12図）

R-10グリッドに位置する。平面形は楕円形であ

る。規模は、長軸l.3m、短軸0.9m、深さ29cmであ

る。主軸方位はN-42°-Eを測る。 FPlOを切り、 F

P 12と重複する。覆土の状況から炉穴と考えられる。

第12号炉穴（第12• 13図）

R-10•11 グリッドに位置する。平面形は方形であ

る。規模は、長辺1.3m、短辺l.lm、深さ46cm。F

PlO・llと重複する。覆土の状況から炉穴と考えられ

る。

覆土中から第13図5が出土した。早期の条痕文土器

である。胎土に繊維を含む。

第13号炉穴（第12図）

Q-11グリッドに位置する。平面形は楕円形。長軸

1. 2m、短軸0.8m、深さ28cm。主軸方位はN-56°―

Eを測る。覆士の状況から炉穴と考えられる。

第14号炉穴（第12図）

Q-11グリッドに位置する。平面形は楕円形。、長

軸1.2m、短軸0.8m、深さ25cmである。主軸方位は

N-16°-E。覆土の状況から炉穴と考えられる。

第15号炉穴（第12図）

Q-11グリッドに位置する。中世のSD9に切られ

る。底面に炉床部を持つ。幅0.7m、深さ53cmである。

(2)土堀

第 1号土城（第14• 15図）

L-8グリッド。平面形円形。直径1.2m、深さ27cm。

覆土中から第15図lが出土した。早期条痕文系の破

片である。胎土に繊維を含む。

第2号土城（第14図）

L •M-8 グリッド。平面形は楕円形。長径1.2m、

短径1.Om、深さ20cm。主軸方位N-44°-W。

第3号土城（第14• 15図）

L•M-8 グリッドに位置する。平面形は楕円形で

あり、規模は、長径1.7m、短径1.5m、深さ41cmで

ある。主軸方位はN-43°-Eを測る。

覆上中から第15図2~ 6が出土した。 2• 5 • 6は

早期条痕文系土器で、胎土に繊維を含む。 2は口縁部

で、口唇が平坦になる。 3• 4は鵜ヶ島台式土器であ

る。 3は段を持つもので、無文横帯の上下に文様が施

文される。上部文様は、細沈線で区画し、沈線を充填

するもので、同一工具による刺突文を施す。無文幣の

下部には浅い刺突文が連続する。 4は横沈線で区画し、

斜沈線を充填する。上部に円形刺突を施す。

第4号土壊（第14• 15図）

M-8グリッドに位置する。平面形は楕円形。底面

は播鉢状になる。長径l.lm、短径0.9m、深さ46cm

である。主軸方位はN-13°-Eを測る。

覆土中から第15図7・8が出土した。 7は鵜ヶ島台

式で、細沈線による区画、斜沈線による充填文、刺突

文が見られる。 8は条痕文土器の口縁部で、口唇に刻

みがつく。 2片とも胎土に繊維を含む。

第5号土城（第14図）

M-9グリッドに位置する。平面形は円形。直径1.3 

m、深さ61cmである。底面には小ピットを伴う。

覆土中から第15図9~26が出土した。全て胎土に繊

維を含む、早期条痕文系土器である。
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第14図土壊（縄文時代）
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第 48• 49号土職

1 暗褐色粘性土 ロームプロック少呈。（畑耕作土）

2 暗黄褐色粘性土粘性 しまり強い。

3 褐色粘性土 セピア色に近い、粘性・しまりやや強い。

4 黄褐色粘性土 粘性・しまりやや強い。

5 暗黄褐色粘性土 ローム崩壊土。

第 50号士職

1 暗褐色粘性土 ローム小プロック少鼠。

2 暗黄褐色粘性土 ローム土。

2m 

＇ l;60 

出土遺物（第15図）

9~11 • 26は有文土器で、鵜ヶ島台式である。 9

は、 2本の貼り付け隆帯間が無文となる。隆幣上には

刺突文が加えられる。 10は、細沈線で文様を区画し、

幅広の斜沈線を充填する。内面は条痕文である。 11は、

やや屈曲する胴部で、沈線の接続部に刺突が加えられ

る。

26は、今回報告する鵜ヶ島台式土器で、唯一全体の

構成がわかる復元個体である。胴部文様帯から底部ま

での破片で、口縁部を欠損するが、さほど離れない位

置に立ち上がるものと思われる。胴部文様帯部分で直

に立ち上がり、文様帯下端で屈曲し、やや丸みを帯び

ながら底部に向かう。底部は中心部から放射状に沈線

を充填する。中心部でやや尖るため、自ら安定するこ

とはなく、丸底に近い。胴部下半の屈曲部以下には、

粗い条痕文が横から斜方向に加えられる。内面には条
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第15図 土壊（縄文時代）出土遺物

SK 1 
.,,,- SK3 

ヤ｝・

6

3

 

門
sK

1
0
S
K
 

幻
_

1

栢

討

B
9

疇
3
 

2

k

 

汀
口
叫

S

悶
笞
‘
｛
デ

髯
喧

9
.
 

4
 

ハ
sK

一零｝素

途

ベ
f

ダ
f
`
f
:

さ

g

J

吝

こ
．
｀
i
ぎ

c

｀
四
へ
，
し

翌
、
警

5
 

よ・`
ー1

k

 
s
 

閲
f
点
も
窟

哀・]t・を
L
4
.J

/、t、
2

5

マ

』

9

＼
ぞ

臼
霞

r
i, .. イ＞
ヽ
＇

8
マ

ぞ
忍
呼

．益

・9̀

3 

SK 5 

ハ
ロ
口
呵
，
SK

3
 

k
 

4
 

門
s

忍

8
ヤ會

ぺゞ5
、

4

1

{

,

`

L

 

誓：：冒8
SK 4 

3
 

口sK

澪
f
‘

ぶ
•
、
t
.
l

ぶ
；

ぶ汽ゞ
‘・

ゞ

‘

f

し

,
S
K
 

り

翌稔睾宅~；；麟；

謬”ふ対諏`；区：．i9：：：：・，；・ 繋ヽ
9,' 

SK 5 

.‘
 *

'
 

、
’
へ
：
疫

え
き
：
一

'
と
で

9

.

r
.
1
[
 .
 

.
 

,
1
 
•J 

門

□り
19SK

、9
.. 

{• ．． 

ピヽ＂＂ー

ー
ー
も
99.

C
.
r

、

円
か
｀
．
，
t
．
9
.
p
p
.

、ーー、＊●ダ`
嘉＂

'
‘
¥
`
¥
X
f
 

込
溶
．
｀
心
・
A

か
ぷ
這
｛
：
ふ
、

~
ぎ
、
お
i
`

.‘
 

ふ

{

≫

t

'

g

.r
葵

晨
翌
．
＂
r
・

f
f

竺
ミ
芍

ら
’

r

3

豆
こ
．
．
．
9
9
‘
ふ
‘

亨
'
\
t
;
'
•
『
.
f
．
ょ

9
9
`
'
9▲
 

芯．『`
全
5

さ、べ`

応
K

.

2

5□SK 

，`． 
J
.
"
さ
・
9

芍

・

じ

＂

＇

ミ
畜
’
甜

さ
こ
｝
・
＆
冷

ミ

•
9

．．
 

ぶ、．

さ
で
ì
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痕文の後、丁寧になでられる。

胴部上半の文様帯部分は、断面三角形の微隆線と刺

突文、斜沈線の充填文によって構成される。縦の無文

垂下帯によって、 4単位の区割が全周する。斜方向に

交差する無文帯と斜沈線の充填文が組み合わさり、縦

の垂下帯を中心に、左右対象の文様を描く。微隆線上

には規則的に刺突文を加え、文様帯下端の屈曲部にも

等間隔に剌突が入る。剌突文、充填沈線、底部に加え

た沈線は、半歓竹管状の同一施文具を使用する。

12~25は、条痕文土器である。 12• 13は、外に開

く口縁部で、口唇には刻みが加えられる。 14• 15は、

立ち上がりぎみの口縁である。 16~25は胴部で、内外

面には密に条痕文を施す。

第6号土壊（第14図）

N-9グリッドに位置する。平面形は楕円形。長径

1. 2m、短径l.Om、深さ24cm。主軸方位N-34°-W。

第7号土城（第14図）

N-9グリッドに位置する。平面形は方形、壁は直

に落ち込み、底面が平坦になる。長辺l.lm、短辺1.0

m、深さ70cm。主軸方位はN-0°-Eを測る。

第8号土城（第14図）

N-9. 10グリッドに位置する。平面形は楕円形。

長軸1.3m、短軸0.9m、深さ43cm。主軸方位N-0° 

-E。

第48号土塀（第14図）

Q-llグリッドに位置する。幅1.Om、深さ32cm。

第49号土壊（第14図）

Q-11グリッドに位置する。幅1.2m、深さ36cm。

第50号土壊（第14図）

Q-11グリッドに位置する。平面形は楕円形であ

り、規模は、長軸0.7m、短軸0.6m、深さ24cmであ

る。主軸方位はN-73°-Eを測る。

(3)グリッド出土遺物（第16• 17図）

表土および遺構外の出土遺物を一括した。時期的に

は縄文早期の撚糸文系、田戸下層式、条痕文系、前期

諸磯b式、中期加曽利E式などである。これらのうち、

最も多いのが、条痕文系土器である。

第1群土器 (1~5)

早期の撚糸文系土器である。 1• 2は外反する口縁

部で、 1は縦、 2は斜方向に撚りの細かい撚糸文を施

す。 1は口唇がやや平坦になる。 3~5は胴部である。

第2群土器 (7~12)

田戸下層式である。棒状工具による沈線を施文する。

12は先端が長く伸びる尖底部で、斜沈線を施文する。

第3群土器 (13~20)

野島式土器である。胎土に繊維を含み、内面には擦

痕または条痕を施す。 13~16は、棒状工具による沈線

で文様を区画し、細沈線を充填する土器で、 13• 14の

口唇には刻みが入る。 17• 18は、断面三角形の貼り付

け隆線で文様区画し、斜沈線を充填する。

19 • 20は微隆線によって文様を描く。 19は口辺部

で、横隆線で口縁部文様帯の下端を区画し、縦に微隆

線を接続して梯子状の文様を描く。20も同様の口辺部。

第4群土器（6• 21 • 22 • 24 • 25) 

鵜ヶ島台式土器であるc 胎土に繊維を含み、内面に

は横方向の条痕文を施す。 6• 21は胴部に段を持つも

ので、段下に無文帯を構成する。 6は、段部が断面三

角形に隆起し、文様は斜沈線の充填文と刺突文が組み

合わさる。同ーエ具によると思われる。 21は段の括れ

がやや弱い。文様は細沈線による区画と半戟竹管状工

具による充填沈線と刺突文の組み合わせである。 22• 

24 • 25も21と同様の文様構成になる。

第5群土器 (23 • 26~50) 

胎上に繊維を含み、内外面に条痕文を施文する土器

を一括した。他の有文土器の出土状況から、野島式か

鵜ヶ島台式に所属するものと思われる。

23 • 27は、外に開く口縁部で、 23は口唇部が内削ぎ

状に、 27はやや平らに押圧される。 23には補修孔が見

られる。両者とも内外面に横方向の条痕文を施す。 26

は、口唇部でやや外反する。内外面とも明確な条痕は

見られず、外面に横方向の擦痕を施す。

28~49は胴部である。 48を除いてほとんどのもの

が、内外面に条痕文を施す。 47の外面には、粗く浅い

条痕、 48は外面が擦痕状になり、内面に条痕文が見ら
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第16図 グリッド出土遺物（縄文時代） （1) 

［ (/2 n [] 4 ］ [I 
□ 

””“~る［［こ□皇Ir]→や：l人／. ,「1「！ 13

94 0 5 6 [ )  ] 8 /]  20 

11, 
心ご―←:—←4 U ;._-、 I I,,, L..L.. 

t:J 24 

025 

： 

］ 
、̀9: 33 

44 1  

［） 嶋二胃ニ ［］2 ；詈息~コ40 

芯□ J i 

0 3 9 ．ヽ，
忠 ＇

序：二<℃｀•,，ベ・モ:‘＇‘’ ‘入ざ~；；；仕"' 7 10cm 

1:3 

- 22 -



第17図 グリッド出土遺物（縄文時代） （2) 
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50は底部である。やや薄手で丸底状になる。指押し

状の成形痕が見られる。

第6群土器 (51~53)

諸磯b式土器である。 51は半戟竹管による平行沈線

内に爪形文が連続する。下部には縄文を施文する。 52

は縄文を施文。 53は半歓竹管による沈線が横走する。

第7群土器 (54~57)

加曽利E式土器である。 54は撚糸文地文。 55はキャ

リパー形土器の深鉢胴部。 56は撚糸文地文の口縁部。
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57は集合条線が波状に垂下する。

石器 (58~60)

58・59は磨石である。 58は側縁が一部欠損する。欠

損部にぱ煤が付着する。長さ 9.5cm、幅8.7cm、厚さ

3.9cm、重さ460g。石質は多孔質安山岩である。

59は、側縁から正面にかけて欠損する。欠損後、ニ

次的に焼成を受け、正面に煤が付着する。長さ 10.2cm、

幅8.1cm、厚さ4.1cm、重さ500g。石質は閃緑岩。

60は石鏃である。長さ2.3cm、幅2.0cm、厚さ0.45cm、

重さ 1.37 gである。石質はチャートである。
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2. 古墳時代前期
第1号住居跡（第18図）

F-5グリッドに位置する。北部が大きく攪乱され

る。北西方向に主軸とする隅丸方形プランの住居跡で

あり、主軸方位はN-48°-Wを測る。遺構の規模は、

長辺4.7m、短辺4.3m、深さ32cmを測る。

壁溝は東隅部で途切れるが、本来はほぼ全周してい

たものと思われる。床面は中央部に向ってやや低くな

る。炉跡は一部攪乱を受けるものの、中央からやや北

よりに検出された。

住居跡に伴うと考えられるピットは 5基検出され

た。このうち、主柱穴に相当するものはP1～いであ

る。ピットの深さはP1=10cm、

cm、

P,=llcm、P,=9

P 4 = 10cmを測る。

覆土中から第18図1~3が出土した。

第18図 第 1号住居跡・出土遺物
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第 1号住居跡出土遺物観察表（第18図）

高臼
＿
1
2
3

器種

高杯

台付甕

台付甕

口径

(24.0) 

器 底 径

8. 7 

胎土

白砂

白片

白砂

色調

黄褐

黄褐

黒褐

成

A

B

A

 

焼 残存率

15 

40 

80 

出土位置・備 考
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第19図 第2号住居跡（ 1)
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第20図 第2号住居跡（2)

E 17.6m E
-

F F G G

l

 
H
-

H' l I' 

言
p5 

口 三
Pg 

第2号住居跡

1 黒掲色土 炭化物、焼士わずか。

2 黄褐色土 炭化物・焼七含まず。

3 黒褐色土炭化物。（柱痕）

4 黄褐色土 ロームしめた土、炭化物含まず。

5 黒褐色土炭化物。

6 黒褐色上 ロームプロック・ローム粒子極多量。

7 黒色土 ロームプロック少最。

8 黒褐色土 ロームプロック・ローム粒子多量。

9 黒褐色土 粘性・しまり少ない。

10 褐色土 ローム粒子少最、焼土粒子わずか。

11 黒 色土炭化物。

12 黒色土 ロームプロック。

13 黄褐色土 ローム粒子多量。

14 赤褐色土炭化物、焼土粒子多量。

15 黒 色土炭化物。

16 赤褐色土 焼土粒子・ローム粒子多贔。

17 黄褐色土 炭化物、ローム粒子多量。

18 赤色土被熱ローム。

2m 

＇ 1'60 

第21図 第2号住居跡遺物分布図
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第22図 第2号住居跡出土遺物
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第2号住居跡出土遺物観察表（第22図）

番号 器種 口径 甜ロロ 古向 底径 胎土

1 台付甕 (21. 5) 白砂

2 台付甕 (22. 2) 白片砂

3 台付甕 9.7 片砂

4 官上 (16. 0) 片黒砂

5 
空一 9.3 白砂

6 官士 9.9 黒片

7 
空一 7.4 黒白砂

8 甕 (22.0) 白砂石， 宮上 (9. 5) 赤砂

10 小型坪 10. 2 5.3 2.5 白砂

11 高杯 黒砂

12 器台 (8. 9) 白砂

13 器台 (17. 6) 砂

14 土玉 降3.7cm、厚さ2.7cm、重さ22.5 g 白

出土遺物（第18図）

1は高杯の体部破片である。内外面とも縦方向に蜜

に箆磨きされる。 2は台付甕の脚台部である。内外面

とも木ロナデされる。 3も台付甕の底部で、外面には

ハケメが見られる。

第2号住居跡（第19~21図）

E•F-4·5 グリッドに位置する。中・近世の遺

構である SD2・3に切られ、西隅部と北壁中央部に

攪乱を受ける。北西方向に主軸をとる方形プランの住

居跡である。主軸方位はN-50°-Wを測る。遺構の規

模は、長辺8.4m、短辺7.0m、深さ40cmを測る。

壁溝は全周していたものと思われる。余暇面はほぼ

平坦になる。炉跡は中央からやや北西壁よりに位置し、

長径1.Om、短径0.8m、深さ 8cmを測る。

ピットは 9基検出された。このうち P1～いが主柱

穴と考えられる。 P（，は南東壁の壁溝に接して位置し、

周囲がやや高く盛り上がる。貯蔵穴と考えられる。ピッ

トの深さはP1 =46cm、P,=42cm、P戸 56cm、p4

=54cm、P,=31cm、P,;=72cm、P7=23cm、P,=

28cm、Pi,=65cmを測る。

出土遺物は、西隅部から Pよ壁の間にかけて床面上

に密集した状態で、第22図1・2・5・6・11~13が

出土した。この他、北隅部の床面で4が、南東壁に接

して10が、 P（，内から 3が出土した。他の遺物も床面

色調 焼成 残存率 出土位置・備考

黒褐 A 50 

赤褐 A 20 

黄褐 A 80 

黄褐 A 30 赤彩

赤褐 A 65 表面赤彩

黄褐 A 50 赤彩

黄褐 A 80 赤彩

黄褐 A 20 赤彩

明黄褐 A 15 赤彩

黄褐 B 100 

暗褐 A 70 赤彩

淡黄 A 70 赤彩

淡黄 A 50 赤彩

赤褐 C 95 

上から覆土下層にかけての出土である。

出土遺物（第22図）

l ~3は台付甕である。 1は頸部が緩やかに括れ、

口唇部が平坦に面取りされる。外面にはハケメ、内面

には木ロナデされる。胴下部の接合部分には繰り返し、

横方向にハケメを加えている。口縁部にはハケメ後に

上半部のみ横ナデされる。 2は頸部が屈曲して開く器

形で、口縁部内面から外面にはハケメ、体部内面は木

ロナデされる。 3は脚台部で、外面は丁寧になでられ

る。

4~7 • 9は壺である。 4は口縁部を帯状に薄く折

り返して縄文帯を作り出すもので、口唇部から帯状部

にかけて、撚りの細かい単節LRを充填する。頸部と

内面は縦方向に箆窟きされ、赤彩される。 5は胴部が

膨らみ、下部で最大径になる。外面は密に箆磨きされ

る。 6は胴肩部に縄文帯を配するもので、撚りの細か

い単節LRを4段に施文する。頸部と胴部、頸部内面

は密に箆磨きされ、赤彩される。 7は小型の壺である。

胴下部を輪積の接合部で欠損する。頸部で屈曲して直

線的に開く器形である。外面から口縁内面にかけては

丁寧に箆磨きされ、赤彩される。 9は胴部から底部に

かけての大型破片。球状に膨らむ体部が特徴的な器形

である。外面は縦方向に箆磨き、赤彩される。

8は甕形土器で、口縁から胴部にかけての破片。脚
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第23図 第3号住居跡・出土遺物
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第3号住居跡

1 黒色 土

2 明褐色土

3 黄褐色土

A
-

ローム粒子わずか。

炭化物・焼土。

ローム粒子多量。

第 3号住居跡炉跡

1 暗褐色土 ローム粒子多量、焼土プロック若干。

2 暗黄褐色土 焼土プロック・焼土粒子極多呈、

ローム粒子多量。

暗黄褐色土 ローム粒子・焼土粒子多量。

I 0cm 

＇ 1 :4 

B 18.1m B' 

表土

2m ， 
1:60 

第 3号住居跡出土遺物観察表（第23図）

番号 器種 口径 甜ロロ 古向 底径 胎上 色調 焼成 残存率 出上位置・備考

1 台付甕 白砂 褐 A 20 

2 高坪 (lo. s) 砂 黄褐 A 20 

3 器台 (8. 2) 白砂 暗褐 A 20 

4 器台 砂 明褐 A 70 

台部が付くかどうかは不明。頸部がゆる＜立ち上がり、

口縁部で折り返して帯状になる。外面はハケメ後、粗

い箆磨きが横方向に加えられる。内面は横方向の木口

ナデである。頸部外面と口縁内面が赤彩される。

10は小型の杯。内外面は粗いナデが加えられる。

11は高杯の体部である。内外面ともに縦方向に箆磨

きされ、赤彩される。

12・13は器台である。 12は器受部の破片。丁寧に箆
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第24図 第4号住居跡

、
8 町
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A 13.9m A' 
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D D' 

口
E E 

二

第4号住居跡

1 黒褐色粘性土焼土粒子少量。

2 黄白色粘土 焼土小プロック少量、天井部崩落土。

3 焼土層 焼土小プロック主体、黄白色粘土客体、天井焼土面崩落土。

4 焼土層焼土粒子、壁面焼土面崩落土。

5 暗褐色土 焼土粒子、炭化物、黄白色粘土プロック。

6 黒褐色土 炭化物多量、焼土小プロック少呈。

7 暗黄褐色粘性土 粘土プロック主体、炭化物客体、カマド前庭部覆土。 2m 

＇ 9;60 

磨きされる。 13は端部が反って開く脚部。円孔が穿た

れる。外面は丁寧に箆磨きされる。 14は土玉である。

第3号住居跡（第23図）

C-2 • 3グリッドに位置する。南部に大きく攪乱

を受け、北部は調査区域外に及ぶ。壁溝のプランから

全容を推定できる。北西方向に主軸をとる長方形プラ

ンの住居跡である。主軸方位はN-43°-Wを測る。遺

構の規模は、推定長辺6.4m、推定短辺4.8m、深さ

36cmを測る。

床面はほぱ平坦。壁溝が巡る。炉跡は中央からやや

ずれた位置に検出された。長径113cm、短径81cm、深

さ14cmを測る。覆土中から第23図1~4が出土した。

出土遺物（第23図）

1は台付甕の脚台部である。外面ハケメ調整。 2は

高坪の脚部である。基部近くは箆磨き、端部から中位

にかけてはなでられる。 3• 4は器台の破片である。

3は径の小さい脚部で、外面は箆磨き、赤彩される。

4は脚部で、底部からの穿孔が見られる。外面箆磨き、

赤彩される。

- 30 -



3. 平安時代

第4号住居跡（第24図）

Q-11グリッドに位置する。南側半分を中世の遺構

である SD9に切られる。 SK54 • F P 15を切って構

築される。北北西方向に主軸をとる方形プランの住居

跡であり、主軸方位はN-14°-Wを測る。

遺構の規模は、一辺4.3m、深さ28cmを測る。北壁

中央部にカマドが設けられる。カマドの主体部は皿状

に落ち込むC カマドの覆土には、焼土層と黄白色粘土

層が顕著に見られ、天井部の崩落土が遣存しているこ

とがわかる。壁溝はカマドの両際部分まで巡る。床面

はほぽ平坦で、カマド前庭部から床面中央にかけて、

長楕円形の掘り方が認められた。柱穴に相当するピッ

トは、 P1の1基のみ検出された。

出土遺物は第25図1• 5がカマド内から、 2 • 3が

第25図第4号住居跡出土遺物

北壁西側よりの床面から、 4 がカマド前庭音〖やや東側

の床面上から、他は覆土中からの出土である。出土遺

物から見て、 9世紀後半の住居跡であると考えられる。

出土遺物（第25図）

出士遺物で実測可能なものは、杯5点、皿1点、蓋

2点の計8点である。 1• 3 • 5は酸化焼成に近いも

ので、他は全て還元焼成された須恵器である。

1は深身の杯である。底部を回転糸切り離し後に体

部下部に箆による調整痕が見られる。 2 • 3はやや浅

身の杯で、 4は口唇がやや外反する。 5は内面が黒色

処理され、ミガキがなされる。底部外面から体部下部

にかけて箆削りされる。 6は内面が滑らかで、硯に転

用されたものか。 7• 8は須恵器蓋の破片である。

□□- ニニー／ □し ロニ

こニニニー6 ニニで` 7 -― -

第4号住居跡出土遺物観察表（第25図）

番号 器種 口径 益ロロ 五向 底径 胎土

1 杯 13. 7 5.6 7.4 赤片

2 須恵器坪 12.8 4.9 6.0 片

3 坪 11. 5 3.4 6. 1 片

4 須恵器坪 11. 7 3.9 4.2 片

5 坪 (15. 0) 5.3 (8.0) 赤

6 須恵器皿 (13. 0) 1. 3 (7. 5) 白砂

7 須恵器蓋 (12. 5) 2.5 白片

8 須恵器蓋 13.0 2.0 石片

色調 焼成

橙 A 

灰 A 

にぶい黄橙 A 

灰黄 B 

にぶい橙 A 

黄灰 A 

灰黄 A 

灰 A 
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残存率

70 

85 

95 

95 

25 

20 

30 

10 

出土位置・備考

カマド底部回転糸切り痕

床面底部回転糸切り痕

10,m ， 
1 :4 

床面 口唇部タール付着、底部回転糸切り痕

カマド前庭部床面底部回転糸切り痕

カマド内黒

転用硯？



4. 中・近世
(1)井戸跡

第1号井戸跡（第26• 27図）

I •J -6 グリッドに位置する。平面形は円形であ

り、長軸4.4m、短軸4.0m、深さ390cmである。

覆土中から第27図1~5が出土した。 1は古瀬戸の

灰釉盤の体部から底部にかけてである。 15世紀後半の

ものと思われる。 2はかわらけで、底部に回転糸切り

痕が見られる。 1と同時期のものであろう。 3は焙烙

で、 16世紀前半のものと思われる。 4は13世紀代の常

滑産の甕破片である。 5は砂岩製の砥石である。

(2)地下式堀・地下室

第 1号地下式壊（第28• 37図）

F•G-4 グリッドに位置する。規模は、玄室底面

の幅4.lm、奥行2.2m、深さ2.2mである。入口部幅

は1.9m、玄室から入口部までの距離は1.5mであり、

入口部底面までの深さは1.9mを測り、入口部からは、

やや段差を経て玄室底面に至る。

覆土中から第37図7が出土した。）j韮勺に弧状に作

り出されたもので、表裏は平坦になる。用途不明の石

製品である叶瓜状になった内側の表裏面は被熱赤変し、

側面には煤が付着している。絹雲母片岩製である。

第2号地下式壊（第29• 37図）

L•M-8·9 グリッドに位置する。規模は、玄室

底面の幅2.5m、奥行1.6m、深さ2.3mである。入口

部幅は2.lm、玄室から入口部までの距離は1.7mであ

り、入口部底面までの深さは1.3mを測る。天井部が

崩落して、底面が広く残る。

覆土中から第37図1• 6が出土した。 1は古瀬戸の

天目茶碗の破片である。 16世紀代のものと思われるc

第1号地下室から出土した破片とも接合した。 6は常

滑産の壺の破片である。 16世紀代のものと思われる。

第3号地下式壊（第30• 37図）

R-9グリッドに位置する。規模は、玄室底面の幅

2.0m、奥行1.4m、深さ1.8mである。入口部幅は1.3 

m、玄室から入口部までの距離はl.lmであり、入口

部底面までの深さはl.lmを測る。

覆土中から第37図5が出土した。 5は輸入青磁の合

子蓋で、中国産のものと思われる。一部剥落した部分

があるが、ほぼ完形である。平面は円形を呈し、端部

には返しがつく。表面には 6枚の花弁が二重に開き、

外側の花弁の上には数個の小突起で模様を描く。表面

ににぶい薄空色の青磁釉が施される。 15世紀代のもの

と思われる。

第4号地下式壊（第31図）

R-9•10 グリッドに位置する。 SD8 に切られ、

東側に攪乱を受ける。幅l.8m、深さ1.6mである。

第5号地下式城（第32図）

R • S -11グリッドに位置する。規模は、長さ4.4

m、輻3.4m、深さ1.6mである。ピットが2基伴う。

第6号地下式壊（第33• 37図）

P-11グリッドに位置する。規模は、長さ 3.8m、

幅2.3m、深さ1.7m、である。覆土中から第37図2・

3が出土した。 2点とも青磁碗の底部である。 15世紀

代のものと思われる。

第1号地下室（第34• 37図）

0-9グリッドに位置する。規模は、主体部底面の

幅2.5m、奥行1.7m、深さ1.8mである。入口部幅は

1. 2m、玄室から入口部までの距離は1.2mであり、入

口部底面までの深さは70cmを測る。玄室内には深さ60

cmの方形土城が伴う。

覆土中から第37図1• 4が出土した。 1はSXlか

ら出土した破片と接合した。 4は瀬戸・美濃系の志野

皿の底部である。 17世紀のものである。

第2号地下室（第35図）

0-8グリッドに位置する。主体部底面の幅2.5m、

奥行2.4m、深さ2.7mである。入口部幅はl.lm、玄

室から入口部までの距離は0.7m、入口部底面までの

深さは1.4mを測る。入口と主体部との段差は大きい。

主体部には深さ30cmの方形土渡が2基伴う。

第3号地下室（第36図）

0-7グリッドに1立置する。規模は、幅3.lm、深

さ1.Omである。
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第26図第 1号井戸跡
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第 1号井戸跡

1 暗褐色土 ロームプロック少量。

2 暗褐色土 ロームプロ、‘Iク少量、ローム粒子若干。

3 暗褐色土 ロームプロック少量、ローム粒子極多塁。

4 暗褐色土 ロームプロック少量、ローム粒子多量。

5 暗褐色土 ロームプロック若干、ローム粒子多昌。

6 暗褐色土 ロームプロック多量、ローム粒子若干。

7 黒色土 ロームプロック多呈。

8 暗褐色土 ロームプロック・ローム粒子多量。
2m 

＇ 1;60 

第27図第 1号井戸跡出土遺物

ロ`ニ□□／

□/] 10cm 

第 1号井戸跡出土遺物観察表（第27図）

番号 材質 産地 器種 口径 器高 底径 装飾 胎土色・色調 残存率 出土位置・備考

1 陶器 古瀬戸 灰釉盤 (18. 0) 灰褐 20 

2 土 器 かわらけ (9. 7) 黒褐 20 底部回転糸切り痕

3 土 器 焙烙 (38. 0) 5.9 (34. 6) 黒

4 陶 器 常滑 甕 灰

5 石製品 砥石 長さ8.3cm、幅3.3cm、厚さ3.0cm、重さ 105g、砂岩製
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第28図 第 1号地下式壊

人 17.7m A
 

第29図第2号地下式壊

P

l

 

2m 

＇ 1;60 

第1号地下式職

1 黄黒色土 ローム粒子少量。

2 黄褐色土 ローム粒子多量。

3 黒色土 ローム粒子若干。

4 黄褐色土 崩落ロームプロック。

5 黒色土 ロームプロック。

6 黒色土崩落ロームプロック多畠。

7 黒色土 ロームプロック・炭化物極少蓋。

8 黒色土 6層に似る。

9 暗茶褐色土 ロームプロック。

10 暗黄褐色土 ロームプロック・ローム粒子極多塁。

11 黒色土 ロームプロック・ローム粒子若干。

A 16.6m A' 

2m 

＇ ド60

第2号地下式職

1 暗褐色土橙褐色粒子少塁。

2 黒褐色土 橙褐色粒子少量。

3 黒黄褐色土 2層を基本に地山ローム粒子少塁。

4 黄褐色土 ローム大プロック主体、天井部崩落土に 3• 5層黒土混入。

5 黒褐色上 炭化物、 3層に近い。

6 暗茶褐色土 5層基本にローム大プロック多量。
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第30図第3号地下式壊
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町
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A 14.7m A. 

第 3号地下式漿

1 黒褐色土 ローム粒子多昼、焼土粒子わずか。

2 褐色土 ロームプロック・ローム粒子少量。

3 褐色土 ローム大プロック多羅。

4 暗褐色土 ローム粒子少塁。

5 暗黄褐色土 ローム粒子少堡。

6 暗褐色土 ローム小プロック少量。

2m 

＇ 1:60 

第31図第4号地下式墳
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so 8 第4号地下式讃

1 褐色土ローム粒子少塁。

2 暗褐色土 ロームプロック・黒色土プロック多皇。

3 暗黄褐色土 ロームプロック少罷。

4 黒褐色土 ローム粒子・ロームプロック少量。

5 黄褐色土 ロームプロック。

2m 

＇ 1;60 
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第32図第5号地下式壊
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第33図第6号地下式壌
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第5号地下式撰

1 暗黒褐色土 ロームプロック・焼土粒子・炭化物少呈。

2 黒褐色土炭化物（竹など）多量。

3 暗褐色土 ロームプロック少量。

4 暗黄褐色土 ロームプロック・ローム粒子多昼。

5 暗褐色土 ロームプロック若干。

6 暗黄褐色土 ロームプロック多量。

7 暗褐色土 ローム小プロック若干。

8 黄褐色土 ロームプロック多量。

2m 

＇ 1:60 

v̀ 

B' 

E
9
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B' 

第 6号地下式職

1 暗灰茶褐色土 ローム小プロック多量、黒色土プロック少蓋。
2 黄褐色粘土 天井落盤のハードローム土主体、割目に暗灰茶褐色土。
3 暗褐色土 ロームプロック少量。

4 黄褐色粒土 天井落盤のハードローム土。

5 茶褐色土 ローム小プロック少塁。

2m ， 
1:50 
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第34図第1号地下室
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第35図第2号地下室
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第36図 第3号地下室
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第37図地下式壊・地下室出土遺物

~S5 X3 

g 1I 0cm 

14 

A_ 16.1m A' 

第3号地下室

la 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック。

lb 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック、色調 Cよりさらに暗い。

1 C 暗褐色土 ローム粒子・ロームプロック、色調aより暗い。

2 黒色土 ロームプロック・ローム粒子多量。

3 黄褐色土 ロームプロック多塁、天井崩落土。

B 

1＇ 0cm 
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地下式壊・地下室出土遺物観察表（第37図）

番号 材 質 産地 器種 口径 器高 底径 装飾 胎土色・色調 残存率 出土位置・備考

1 陶器 古瀬戸 天目茶碗 4. 1 鉄釉 浅黄 30 SX2・SZ1 

2 青磁 碗 4.5 青磁釉 灰白 70 SX6 

3 青磁 碗 4.0 青磁釉 灰白 10 SX6 

4 陶器 瀬戸・美濃 志野皿 3.8 無色釉 淡黄 80 S Z 1 

5 青磁 中国 合子蓋 3.2 1. 5 体部径5.3 青磁釉 灰白 100 SX3 

6 陶器 常滑 宮ギ 13. 7 灰 30 S X2 

7 石製品 長さ33.0cm、幅99cm、厚さ3.0cm、重さ1970g、絹雲母片岩製 SXl 用途不明

(3)土城（第4• 38~43 • 46図）

今回検出された土壊の中で、出土遺物と覆土の状態

から縄文時代と判断された土堀以外ものは81基を数

える。

調査区東部に分布が偏り、その中でも SD9 • 15 • 

19に囲まれる区域に集中するようである。平面形態は、

長方形、方形、楕円形と多様であるが、長方形のもの

は主軸を南北にとるものと、東西にとるものの二種に

わかれる。覆土はほとんどのものがしまりの弱い黒色

土または黄褐色土である。

出土遺物のないものがほとんどで、明確な時期は判

断できないが、形態と覆土の状況から、ほとんどの土

壊が近世以降のものと思われる。

なお、調査区内での土壊の位置については、第4図

の調査区全体図および第46図を、個別の士渡の形態や

計測値については中・近世土壊一覧表を参照されたい。

出土遺物（第44図）

1は近世の染付茶碗の破片である。外面に草花文を

描くものである。第18号土渡出土。

2は青磁碗である。底面の内面に透かし模様が見ら

れる。 14世紀前半のものか。第12号土壊出土。

3は播鉢である。 15世紀後半から16世紀にかけての

ものと思われる。第39号土壊出土。

(4)溝

溝は26条検出された。これらのうち、遺構の時期を

推定できるものは、 SDlとSD9である。 SDlは

周辺の地山削平後に構築され、江戸時代の溝と考えら

れる。よって調査区中央の削平部も、江戸時代の開発

と考えられる。 SD9は中世の屋敷堀と考えられる。

SDlO・llも時期は不明だが、屋敷堀だった可能性が

ある。この他、 SD15• 17~19 • 21 • 24~26は調査

以前の民家の区画と重なるため、近世以降の区画溝と

思われる。

第1号溝（第45• 47図）

H-5グリッドから I-5グリッドにかけて位置す

る。削平部に構築され、東西方向にほぽ直線的に伸び

る溝である。全長15.7m、幅0.7m、深さ 8cmを測る。

覆土中から第47図1• 4が出土した。 1は近世の鉄

釉碗である。 4は古銭で、寛永通賓である。出土遺物

から判断して、江戸時代に構築された溝と考えられる。

第2号溝（第45• 47図）

E-4グリッドからE-5グリッドにかけて位置す

る。古墳時代前期のSJ2を切って、北東一南西方向

にまっすぐ伸びる。全長17.Sm、幅0.7m、深さ52cm

を測る。覆土中から第47図5が出土。瓦質土器で、風

炉または火鉢の胴部破片である。 15~16世紀代のもの

と思われる。

第3号溝（第45図）

E-4グリッドに位置する。 SJ2を一部切る。全

長4.8m、幅l.3m、深さ45cmを測る。

第4号溝（第45図）

D-4グリッドからC-5グリッドにかけて｛立置す

ふ削平部に構築される。全長7.2m、幅1.8m、深さ

58cmを測る。

第5号溝（第45図）

L-6グリッドからK-8グリッドにかけて位置す

る。北東一南西方向にまっすぐに伸びる。全長21.8m、

幅0.9m、深さ18cmを測る。

- 39 -



第38図土壊（中・近世） （1) 
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第39図土壊（中・近世） （2) 
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第40図土壊（中・近世） （3) 
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第41図土壊（中・近世） （4) 
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第42図土壊（中・近世） （5) 
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第43図 土墳（中・近世） （6) 
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第44図 土壊（中・近世）出土遺物
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中・近世土壊一覧表

遺構名 グリッド 平面形 長径 (m) 短径 (m) 深さ (cm) 主軸方位 挿図番号

SK9 M-7 長方形 1. 1 0. 7 21 N-42°-E 第38図

S KlO M-7 長方形 4. 1 0.6 15 N-63°-E 第38図

SKll M・ N~7 長方形 4.3 0. 7 11 N-89°-E 第38図

S Kl2 0-8 34 第38図
S Kl3 N-7 幅0,9 62 N-12°-W 第38図
S Kl4 N-7 長方形 1. 9 〇.9 49 N-88°-W 第38図

S Kl5 N-7 長方形 2.6 0. 7 28 N-80°-E 第38図
S Kl6 M • N-7 • 8 長方形 3.3 0.6 33 N-85°-E 第38図
S Kl7 Q •R-10 長方形 1. 5 1. 3 55 N-77°-E 第38図

S Kl8 Q-10 長方形 1.0 0.9 160 N-87°-W 第38図
S Kl9 R-10 長方形 1. 9 1. 1 31 N-37°-W 第39図
S K20 Q-9 1. 5 1. 4 34 N-89°-W 第39図

S K21 Q-9 長方形 2.1 0.9 35 N-l°-E 第39図
S K22 R ~9 • 10 2.2 1. 4 49 N-82°-E 第39図

S K23 T-12 方形 1. 3 1.0 80 N-70°-W 第39図
S K24 S-12 楕円形 0.8 0. 7 42 N-71°-E 第39図
S K25 Q-9 長方形 4. 7 2.4 68 N-24°-E 第39図
S K26 0-8 円形 1.0 12 第39図
S K27 0-8 長方形 1. 2 0.8 31 N-69°-E 第39図
S K28 0 -8. 9 楕円形 1. 5 0.9 64 N-29°-W 第39図
S K29 O-8 長方形 1. 4 1. 2 52 N-86°-E 第38図
S K30 0-8 10 第38図

S K31 0-8 幅0.8 140 N-50°-W 第40図
S K32 P-9 長方形 0.8 40 N-61°-E 第40図
S K33 0. p~g 長方形 1. 3 9.4 ， N-25°-W 第40図
S K34 0. p~g 長方形 0.9 0.6 45 N-25°-W 第40図
S K35 〇• P -9 楕円形 0.6 0.3 36 N-80°-W 第40図
S K36 R-11 • 12 長方形 1. 1 0.6 13 N-89°-W 第40図
S K37 R-12 楕円形 1.0 〇.7 35 N-66°-E 第40図
S K38 Q • R~9 3.3 2.4 105 N-80°-E 第39図
S K39 P・ Q-10 2.1 1. 8 34 N -38°-E 第40図
S K40 P• Q-lO• Q-11 円形 1. 4 26 第40図
S K41 Q-10 7 第40図
S K42 Q • R-12 2.6 0.8 82 N-86°-W 第40図
S K43 N-9 長方形 2.0 1. 1 42 N-89°-W 第40図
S K44 0-9 長方形 0.9 0.8 44 N-54°-E 第41図
S K45 O-9 幅0.9 53 N-12°-W 第41図
S K46 N~8 ・ 9 長方形 1. 6 1.0 16 N-9°-W 第41図
S K47 0 • P-8 長方形 1. 5 1. 2 40 N-79°-E 第41図
S K51 N-10 1. 3 22 N-53°-W 第41図
S K52 0-10 楕円形 1. 3 0. 7 13 N-88°-E 第41図
S K53 Q-11 57 第41図
S K54 Q-11 楕円形 3. 1 0.5 28 N-70°-E 第41図

S K55 Q-10 3.4 1. 5 21 N-37°-E 第41図
S K56 P• Q-10 方形 1. 3 0.8 28 N-63°-E 第41図
S K57 P-10 楕円形 1. 2 0.9 48 N-18°-W 第41図
S K58 P-10 1. 4 0.8 69 N-74°-E 第42図
S K59 P-10 47 N-20°-E 第42図
S K60 Q-9 楕円形 0.9 0.8 12 N-61°-E 第41図
S K61 Q-9 楕円形 1. 2 0.8 6 N-20°-W 第41図
S K62 P-9 • 10 0. 7 11 N-35°-W 第42図
S K63 P-9 長方形 1. 3 0.8 45 N-13°-E 第42図
S K64 P-9 円形 0.5 54 第42図
S K65 P-9 楕円形 1.0 0.8 24 N -63°-E 第41図
S K66 P-9 長方形 0.9 0. 7 16 N-29°-E 第42図
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遺構名 グリッド 平面形 長径 (m)

S K67 P-9 長方形 3.3 

S K68 P-9 円形 0.4 

S K69 P-9 楕円形 1. 2 

S K70 P-9 円形 0.6 

S K71 P-9 長方形

S K72 P-9 長方形

S K73 P-9 長方形 1.8 

S K74 P-9 長方形 1. 7 

S K75 P-9 円形 1.0 

S K76 P-9 楕円形 0.6 

S K77 P-9 方形 1. 3 

S K78 0 • P-9 楕円形 1. 6 

S K79 0 • P-9 楕円形 1. 2 

S K80 0-9 長方形

S K81 0-9 長方形

S K82 0-9 長方形

S K83 0-9 楕円形 1. 1 

S K84 0 -8. 9 長方形 1. 7 

S K85 0-9 長方形 1.0 

S K86 0-9 楕円形 1. 4 

S K87 P-8 • 9 長方形 3.9 

S K88 P-8 • 9 長方形 1. 1 

S K89 P-8 楕円形 0.8 

S K90 P-8 長方形 0.9 

S K91 0-8 長方形 1. 2 

S K92 0-8 長方形 2.0 

第6号溝（第46図）

s -10グリッドから T-12グリッドにかけて位置

する。一部SD7・8に沿うように伸びる。全長30.0

m、幅0.6m、深さ46cmを測る。 SK23と重複する。

第7号溝（第46図）

s -11グリッドから S-12グリッドにかけて位置

する。 SD6に沿うように伸びる。全長13.2m、幅0.5

m、深さ23cmを測る。 SK24と重複する。

第8号溝（第46図）

R -9グリッドから S-11グリッドにかけて位置

する。 SX4を切って構築される。一部SD6に沿う

ように伸び、南部でSDllに接続する。全長26.9m、

幅0.7m、深さ34cmを測る。

第9号溝（第46• 47図）

調査区東部の台地の落ち際を巡るようにL字形に伸

びる。溝の断面形は逆台形を呈し、底面には小ピット

を不規則に伴う。全長46.9m、幅1.3m、深さ 106cm

を測る。縄文時代早期のFP 15、平安時代のSJ4を

短径（rn) 深さ (cm) 主軸方位 挿図番号

0.8 14 N-81°-E 第42図

46 第42図

0.5 26 N-l1°-W 第42図

66 第42図

12 N-87°-E 第40図

0. 7 21 N-87°-E 第40図

1. 2 43 N-22°-W 第40図

1. 1 35 N-90° 第42図

20 第42図

0.4 20 N-78°-E 第42図

1. 2 12 N-78°-E 第42図

1. 4 16 N-59°-W 第42図

0. 7 35 N-89°-W 第42図

幅0.7 25 N-90° 第43図

0.6 11 N-86°-E 第42図

0. 7 24 N-85°-E 第43図

0.6 34 N-53°-W 第42図

1.0 49 N-6°-W 第43図

0.6 29 N -24°-W 第43図

1.1 16 N-46°-E 第43図

0.8 40 N-9°-W 第43図

0.8 14 N-9°-W 第43図

0.5 52 N-35°-W 第43図

0. 7 23 N-83°-E 第43図

0.6 24 N-35°-W 第39図

0.9 35 N-11°-W 第39図

切る。 SK53、SDl8と重複する。

覆土中から第47図2が出土した。 15世紀後半の緑釉

小皿である。出土遺物と遺構の形態から、中世の屋敷

堀である可能性が高い。

第10号溝（第46図）

Q-l1グリッドからR-11グリッドにかけて位置

する。台地の等高線に沿うように、ほぽ東西方向に伸

びる。東側を SX5に切られるが、 SD11に接続して

L字形に伸びるものと思われる。断面形はV字形を呈

する。全長18.5m、幅0.9m、深さ67cmを測る。

遺物を出土しなかったので、構築時期は判然としな

いが、溝の形態から、 SD9と同様の屋敷堀であった

可能性がある。

第11号溝（第46図）

s -llグリッドから S-12グリッドにかけて位置

する。 SX5に切られる。 SDlOと接続して、し字形

に伸びる。全長10.6m、幅l.lm、深さ50cmを測る。

S DlOと合わせて、屋敷堀だった可能性がある。
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第45図 第 1~5号溝

削平部

ー

7
 

削平部

＼
 

口虹

9

1

1

ロ
／ 

ヽ
ヽ， ， 

I I 
l 撹乱 ， 
I,  
i,  
紀＇、 1

I 

I 

'',' 

一つ’I

撹乱 l 

l 

1 削平部

"; I ＼ 

10m 辛＼
1 :400,  

＼
ン

ふ

A 16.2m 

SD I 

A' 

巳 17.9m _g 
SD3 

B_17.7m 

ロ
D 16.9m D' 

旦 16.2m _.!;' 

深さ21cmを測る。 SK44、

第14号溝（第46図）
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第12号溝（第46図）

P-10グリッドからQ-10グリッドにかけて位置

する。西側でSDl7に接続する。全長12.4m、幅1.8

m、深さ30cmを測る。縄文剛t早期のFP5を切る。

S K39~41 • 55と重複する。

第13号溝（第46図）

0-9グリッドに位置する。全長0.9m、幅0.7m、

S Dl8と重複する。

P-llグリッドに位置する。 SX6に切られる。全

長3.6m、幅0.9m、深さ31cmを測る。

第15号溝（第46図）

0 -9グリッドから0-10グリッドにかけて位置

する。 SDl9に接続する。全長5.0m、幅0.7m、深さ

17cmを測る。 SK52と重複する。

第16号溝（第46• 47図）

0-10グリッドに位置する。全長3.9m、幅1.5m、

深さ55cmを測る。ピソトを伴う。

覆土中から第47図3が出土した。碗の底部。 17世紀

のものである。

- 48 -



第46図 第6~26号溝・ピット
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第47図溝出土遺物
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溝出土遺物観察表（第47図）

番号 材質 産地 器種 口径 器高 底径 装飾 胎土色・色調 残存率 出土位置・備考

1 陶器 碗 4.4 鉄釉 灰白 70 SDl 
2 陶器 緑釉小皿 10. 0 2.4 4.0 疇 浅黄 80 SD9 底部回転糸切り痕

3 陶器 碗 4.2 無色釉 淡黄 70 S D16 
4 銅製品 古銭 直径24.8mm、孔径5.8mm、厚さ1.45Illlll、重さ2.6g 100 SDl 寛永通賣

5 瓦器 風炉 灰黄 5 SD2 

第17号溝（第46図）

0-10グリッドに位置する。 SDl2に接続してまっ

すぐに伸び、 SDl8にほぽ直角に繋がる。全長17.5m、

幅I.Om、深さ36cmを測る。

第18号溝（第46図）

0-8グリッドから0-11グリッドにかけて位置

する。北西一南東方向に伸びて、 SDl7に直角に接続、

SD9と交差する。全長29.0m、幅0.9m、深さ28cm

を測る。 SK45• 52、SDl3と重複する。

第19号溝（第46図）

N-8グリッドからN-9グリッドにかけて位置す

る。 SDl8に沿って伸びる。全長9.3m、幅0.7m、深

さ19cmを測る。 SK44と重複する。

第20号溝（第46図）

N-8グリッドからN-10グリッドにかけて位置

する。全長17.3m、幅0.8m、深さ26cmを測る。 SK

51と重複する。

第21号溝（第46図）

Q-8グリッドからQ-10グリッドにかけて位置

する。途切れながら南北方向に伸びる。全長21.Om、

幅0.6m、深さ31cmを測る。

第22号溝（第46図）

P-9グリッドに位置する。全長6.4m、幅0.4m、

深さ34cmを測る。 SK69と重複する。

第23号溝（第46図）

P-9グリッドに位置する。全長6.3m、幅0.5m、

深さ32cmを測る。 SK69と重複する。

第24号溝（第46図）

P-8グリッドからQ--8グリッドにかけて位置す

る。 SD21に沿うように伸びる。全長7.3m、幅0.4
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ピット一覧表

遺構名 グリッド

p 1 Q-10 

P2 Q-10 

p1 Q-10 

p 4 Q-10 

P, Q-10 

p(9 P-9 ・ 10 

p7 P-9 

P, P-10 

p,) P-10 

p199 P-10 

pl] P-9 • 10 
P]2 P-10 

Pぃ P-9 

P14 P-10 

p店 p ~10 

p屈 P-10 

p打 0-10 

p18 N-10 

Pぃ N-10 

p211 N-10 

P,1 P -9 

p辺 P-9 

Pゎ P -9 

p且 P -9 

P2o P-9 

p2t P-8・9 

pど P-8 

pぶ P -8 

p炉 P-8 

p il9 P-8 

p31 0-8 

m、深さ 14cmを測る。

第25号溝（第46図）

最大径 (cm) 深さ (cm)

32 11 

60 14 

22 13 

40 25 

39 40 

31 22 

32 25 

53 59 

29 19 

29 21 

32 25 

32 25 

38 36 

31 25 

43 20 

32 40 

45 21 

63 13 

26 32 

40 38 

34 21 

30 15 

56 49 

25 59 

37 31 

42 36 

17 6 

29 14 

50 12 

45 34 

39 31 

N-7グリッドに位置する。 SD26に沿うように伸

びる。全長7.2m、幅0.8m、深さ22cmを測る。

第26号溝（第46図）

N-7グリッドに位置する。 SD25に沿うように伸

びる。全長8.9m、幅0.4m、深さ 9cmを測る。

(5)ピット（第46図）

単独のピットは61基検出された。分布は調査区の東

部の SD12 • 15 • 17 • 19に囲まれる区域に、特に偏

在する。規模は、多くのものが幅約30~40cm、深さ約

20~30cmで、大きさから古さを感じさせるものはな

い。覆土もほとんどのものが、しまりの弱い黒色土ま

遺構名 グリッド 最大径 (cm) 深さ (cm)

p辺 0-8 26 36 

p“ 0-8 54 17 

P:o, 0-8 27 25 

p灼 0-8 19 10 

P:ir: 0-8 21 31 

p行 0-9 21 21 

p侶 0 -9 44 46 

Pゃ 0-9 34 51 

p499 0-9 41 26 

P11 0-9 64 31 

p拉 0-9 35 8 

P"i 
0-9 35 6 

P11 0-9 35 ， 
P n 0-9 63 16 

p16 0-9 43 34 

p17 0-9 31 20 

pl8 0-9 43 17 

p4Li 0-9 33 16 

P;99 0-9 33 13 

P』 0-8 38 23 

Pc.2 0-8 39 42 

p,{ 0-8 44 19 

p叶 N-9 55 21 

p丙 N-8・9 72 7 

p,’’ N-8 31 4 

p打 N-8 34 10 

p祁 N-8 24 5 

pし N-8 23 23 

p" N-8 21 31 

p団 N -7 29 63 
I 

たは黄褐色土であることから、近世以降のものと思わ

れる。個別の遺構の計測値は、ピット一覧表を参照さ

れたい。
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遺構新旧対照表
遺構名 旧名 時期 遺構名 旧名 時期
第1号住居跡 古墳前期 第39号土堀 近世
第2号住居跡 古墳前期 第40号土堀 中・近世
第3号住居跡 古墳前期 第41号土壊 中・近世
第4号住居跡 第5号住居跡 平安時代 第42号土壊 中・近世
第1号炉穴 縄文早期 第43号土城 中・近世
第2号炉穴 縄文早期 第44号土壊 中・近世
第3号炉穴 縄文早期 第45号土塙 中・近世
第4号炉穴 縄文早期 第46号土壊 中・近世
第5号炉穴 第29号土堀 縄文早期 第47号土壊 第103号土壊 中・近世
第6号炉穴 第30号土壊 縄文早期 第48号土堀 縄文早期
第7号炉穴 第28号土堀 縄文早期 第49号土墟 縄文早期
第8号炉穴 第32号土堀 縄文早期 第50号土堀 縄文早期
第9号炉穴 第34号土城 縄文早期 第51号土城 中・近世
第10号炉穴 第35号土城 縄文早期 第52号土堀 中・近世
第11号炉穴 第26号土壊 縄文早期 第53号土城 第42号土渡 中・近世
第12号炉穴 第27号上壊 縄文早期 第54号上壊 第13号溝 中・近世
第13号炉穴 第33号土城 縄文早期 第55号土塀 第11号溝 中・近世
第14号炉穴 第31号土壊 縄文早期 第56号土壊 中・近世
第15号炉穴 第47号土壊 縄文早期 第57号土壊 中・近世
第1号土漿 縄文早期 第58号土壊 中・近世
第2号土壊 縄文早期 第59号土壊 中・近世
第3号土壊 縄文早期 第60号土壊 中・近世
第4号土壊 縄文早期 第61号土渡 中・近世
第5号土壊 縄文早期 第62号土壊 中・近世
第6号土城 縄文早期 第63号土壊 中・近世
第7号土渡 縄文早期 第64号土壊 中・近世
第8号土壊 縄文早期 第65号土壊 中・近世
第9号土壊 中・近世 第66号土壊 中・近世
第10号土壊 中・近世 第67号土城 中・近世
第11号土壊 中・近世 第68号土壊 中・近世
第12号土壊 第96号土塀 中・近世 第69号土堀 中・近世
第13号土壊 中・近世 第70号土塀 中・近世
第14号土堀 中・近世 第71号土堀 中・近世
第15号土壊 中・近世 第72号土堀 中・近世
第16号土壊 中・近世 第73号土堀 中・近世
第17号土渡 近世 第74号土塀 中・近世
第18号土渡 近世 第75号土渡 中・近世
第19号土城 近世 第76号土渡 中・近世
第20号土壊 近世 第77号土渡 中・近世
第21号土壊 近世 第78号土壊 中・近世
第22号土壊 近世 第79号土渡 中・近世
第23号土壊 近世 第80号土渡 中・近世
第24号土壊 近世 第81号土壊 中・近世
第25号土城 近世 第82号土壊 中・近世
第26号土壊 第97号土堀 中・近世 第83号土渡 中・近世
第27号土壊 第93号土渡 中・近世 第84号上壊 中・近世
第28号土城 第94号土城 中・近世 第85号土城 中・近世
第29号土壊 第95号土渡 中・近世 第86号土壊 中・近世
第30号土壊 第97号土渡 中・近世 第87号土壊 中・近世
第31号土壊 第98号土城 中・近世 第88号土渡 中・近世
第32号土壊 第99号土塙 中・近世 第89号土壊 中・近世
第33号土壊 第100号土城 中・近世 第90号土壊 中・近世
第34号上壊 第101号土壊 中・近世 第91号土壊 中・近世
第35号土壊 第102号土壊 中・近世 第92号土壊 中・近世
第36号土堀 中・近世

第37号土城 中・近世

第38号土城 中・近世
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遺構名 旧名 時期 遺構名 旧名 時期

第1号井戸 中世 第9号溝 中世

第1号地下式城 中世 第10号溝 中・近世

第2号地下式壊 中世 第11号溝 第10号溝 中・近世

第3号地下式壊 中世 第12号溝 中・近世

第4号地下式城 中世 第13号溝 第19号溝 中・近世

第5号地下式城 中世 第14号溝 中・近世

第6号地下式壊 中世 第15号溝 第19号溝 中・近世

第1号地下室 第7号地下式壊 中・近世 第16号溝 中・近世

第2号地下室 第8号地下式堀 中・近世 第17号溝 中・近世

第3号地下室 第9号地下式壊 中・近世 第18号溝 中・近世

第1号溝 近世 第19号溝 中・近世

第2号溝 中・近世 第20号溝 中・近世

第3号溝 中・近世 第21号溝 中・近世

第4号溝 中・近世 第22号溝 中・近世

第5号溝 中・近世 第23号溝 中・近世

第6号溝 中・近世 第24号溝 中・近世

第7号溝 中・近世 第25号溝 中・近世

第8号溝 中・近世 第26号溝 中・近世
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V まとめ

今回の調査で検出された縄文時代早期の遺構と出土

土器についてまとめる。

縄文時代早期の遺構は、炉穴15基、土壊11基であ

る。これらの遺構の分布を見ると、概ね四ヶ所のまと

まりが認められる（第4• 12 • 46図）。すなわち、第

1遺構群は調査区西部のFPl、第2遺構群はFP2 • 

3、第3遺構群は調査区中央部東側のFP4とSKl

~8、第4遺構群はR-11杭周辺部のFP5~15とS

K48~50である。

第1遺構群のFPlは、調査区内で最も標高の高い

部分である。 FPlが1基のみであるが、 FPl自体何

度か反復使用された痕跡があり、他の遺構群と同様に、

複数の炉穴と考えることができる。 FPl出土土器は、

条痕文土器だけで有文土器を伴わないが、グリッド出

土の野島式土器が、 FPl周辺部から出土しているこ

とから（第16図13~20)、FPlは野島式期に形成さ

れた可能性が高い。

第2遺構群は、 FP2・3の2基で、 FPlとFP

4の中間に位置する。いずれも炉床部の痕跡のみであ

るが、後世の削平以前には遺構のまとまりがあった可

能性もある。

第3遺構群は、調査区中央部東側のFP4とSKl

~8のまとまりである。なだらかに傾斜する平坦部に

分布している。出土土器は、 FP4とSK5からまと

まって出土したのと、 SK3 • 4などから破片が数片

出土している（第11• 15図）。有文土器ではいずれも

鵜ヶ島台式土器が出土しており、この遺構群は鵜ヶ島

台式期に形成されたものといえよう。

第4遺構群はFP5~15、SK48~50のまとまり

で、平坦部から南斜面にさしかかった区域に分布する。

炉穴は多くが楕円形で長軸を南北方向にとり、炉床部

も底面の北側に位置するものが目立つ。重複が少なく、

反復使用した痕跡は見られない。出土土器は数片の条

痕文土器であり、時期を特定できないが、野島式期ま

たは鵜ヶ島台式期に形成されたものと思われる。

以上の四つの遺構群は、それぞれ40~50mの間隔を

持って、台地の尾根上に分布している。しかもこれら

のうち、第 1遺構群は野島式期、第3遺構群は鵜ヶ島

台式期に形成されており、各時期によって占地を変え

ていることがわかる。

次に、出土土器の特徴について簡単にまとめる。遺

物がある程度まとまって出土した遺構は、 FP 1 • 4、

SK5である。、これらを中心にSK3• 4、グリッド

出土の野島式、鵜ヶ島台式を含めて概観する。

野島式土器は、いずれもグリッド出土のもので、 F

p 1周辺から出土している。三種に分類できる。第 1

類は、微隆線によって口辺部に梯子状の文様を描くも

ので、第16図19• 20がこれにあたる。第2類は、隆線

で区画文を描き、斜沈線を充填するもの。第16図17• 

18である。第3類は幅広の沈線で区画し、細沈線を斜

めに充填するもの。第16図13~16である。第2類と第

3類の区画文は、幾何学状の文様構成となり、鵜ヶ島

台式に共通する。第 1類は、第2• 3類とは文様構成

が異なり、野島式の中でも古段階のものと思われる。

鵜ヶ島台式土器のなかで最も多く出土したのは、細

沈線で区画し、半歓竹管状工具で充填沈線と刺突文を

施すものである。第 1類とする。 FP4およびSK3

~5出土土器、グリッド出土土器の中に見られる。区

画文はいずれも欅状区画文と思われるが、第11図2は

一部弧状に区画する。第15図3、第16図21は、無文帯

の段を伴い、 2段の文様構成になる。第2類は、やや

細い棒状工具で区画文と斜沈線、刺突文を描くもの。

第16図6で、第 1類とは施文具が異なる。第3類は、

隆線で欅状区画文を描き、半歓竹管で充填沈線と刺突

文を施すもの。 SK5出土土器（第15図26)である。

段が伴わず、胴部文様帯が1段のみの構成であること、

底部が尖底に近い形状であることから、鵜ヶ島台式の

中でも古段階に相当するものと思われる。
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